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原発復権の危険なエネルギー基本計画（原案）は撤回して見直し、 

再エネを徹底活用するよう求める申し入れ 
 
 

第 7 次に向けたエネルギー基本計画（原案）において、「原発依存度を可能な限り低減

する」方針が削除されていることは、福島原発事故の教訓を投げ捨てるものです。伊方原

発をとめること、自然エネルギーへの転換をはかることを求める私たちは断じて容認でき

ません。撤回して見直すべきです。 

福島原発事故時に６歳から１６歳だった７人の青年が、甲状腺がんの発症について裁判

で東京電力を訴えています。裁判では、高濃度の放射性プルームが町中を通過した記録も

出されています。こうした放射線障害の深刻な事実をみるならば、一刻も早く原発依存を

やめるべきです。2015 年、伊方再稼働を容認した時、愛媛の中村知事は県民に対し「原

発は絶対安全なものではない。単純に間われれば、ない方がいい。それが理想だと私も思

う」と述べていました。原発の危うさは否定できないものです。 

今年１月、能登半島地震が発生しました。珠洲原発が強引に設置されていたならば、大

規模な地盤の隆起や激しい揺れによって、原発の重大事故は不可避であったと見なければ

なりません。四国西部にある伊方原発は、中央構造線活断層帯が直前にあり、地下は南海

トラフの震源域があり、二重に巨大地震の脅威にさらされています。原発の停止・廃炉を

すすめ、再生可能エネルギーの拡大に「最優先で」取り組むよう求めます。電力が余剰と

なれば原発が居座り、再エネがはじき出されるような現状は許されません。 

わが国の大型蓄電システムはすでに実用化され海外でも活躍しています。電力系統の中

で、再エネを蓄電して生かし切るべきです。原発なしで災害に強く、被災時には切り分け

可能な電力網の構築こそ、見直し後の基本計画に盛り込むべきです。 

ついては、以下の 3 点を申し入れます。 

 

(１) 「エネルギー基本計画（原案）」を撤回して見直すこと。 

(２) 再生可能エネルギーを捨てることなく徹底活用すること。 

(３) 原発なしで災害に強く、被災時には切り分け可能な配電網にすること。 
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南海トラフの巨大地震の想定震源断層域

○プレート境界面深さ約30kmから深部低周波地震
が発生している領域

○プレート境界面深さ30㎞の位置を修正し、内陸側
のさらに深い方に拡大

○強震断層域：プレート境界面深さ約10㎞
○津波断層域：深さ約10kmからトラフ軸までの
領域に津波地震を引き起こすすべりを設定

○トラフ軸から富士川河
口断層帯の北端

○富士川河口断層帯の領
域も対象

○震源分布から見てプ
レートの形状が明瞭で
なくなる領域

○九州・パラオ
海 嶺 付 近 で
フィリピン海
プレートが厚
くなっている
領域

○日向灘北部か
ら南西方向に
拡大

南海トラフの巨大地震 参考

津波断層モデル 強震断層モデル
2011年

東北地方太平洋沖地震
2004年

スマトラ島沖地震
2010年

チリ中部地震
中央防災会議（2003）

強震断層域

面積 約14万ｋm2 約11万ｋm2 約10万km2

（約500㎞×約200㎞）
約18万km2

（約1200㎞×約150㎞）
約6万km2

（約400㎞×約140㎞）
約6.1万km2

モーメント
マグニチュード Ｍｗ

9.1 9.0
9.0 

（気象庁）
9.1（Ammon et al., 2005）

［9.0 （理科年表）］

8.7（Pulido et al., in 
press)

［8.8（理科年表）］
8.7

地震の規模

※海底地形図は海上保安庁
提供データによる

強震断層域（津波断層域の主部断層）

津波地震を検討する領域（津波断層域
に追加する領域）

中央防災会議(2003)の強震断層域、
津波断層域

トラフ軸

南海トラフの巨大地震

（津波断層モデル） (強震断層モデル)

面積 約14万ｋm2 約11万ｋm2

モーメント
マグニチュード Ｍｗ

9.1 9.0
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ふくしま

3.11甲状腺がん裁判から見えてきたこと

2023.06.27 

OurPlanet-TV代表理事白石草

2022年1月、福島第一原発事故当時6歳から16歳だった男女6人が、自身が甲状腺がんに曜患したのは原

発事故に伴う放射線被ばくによるものだとして、東京電力に損害賠償を求める裁判を東京地裁に提起し

た。 9月には、新たに一人が追加提訴し、現在7人の若者が裁判を戦っている。

裁判の最大の争点は、放射線被ばくと甲状腺がんの因果関係だ。原告側の弁護団は、病気が通常よりも

大幅に増えているのは、原発事故による被ぱく影響であると主張。過去の公害裁判などと同様に疫学的

なアプローチによって因果関係を認めるべきだとの立場に立つ。

一方、被告・東京電力側は、 UNSCEAR(原子放射線の影響に関する国連科学委員会)が2020年に公表

した報告書をもとに、原告の被ばく線量は10mSv(ミリシーベルト)以下であり、甲状腺がんを発症さ

せる線量ではないと反論している。また、甲状腺がんが多く見つかっているのは、精度の高い検査によ

る結果であると主張する。

原告の原因確率940/0以上
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片品吠腺がんは、通常100万人に1""2人程度とされる希少ながんだ。放射性ヨウ素などの放射性物質を取

り込むことでがんが発症することがわかっており、特に小児は、被ぱくが最大のリスク要因とされる。

チェルノブイリ原発事故後も、この小児甲状腺がんが多発し、被ばくによる晩発性の病気としては唯

一、国際機闘が被ばくとの因果関係を認めた。つまり、原発事故が起きると、誰もが最初に心配する健

康影響が、子ども甲状腺がんといえる。

こうした背景もあり、原発事故後、福島県内では、事故当時18歳以下だった38万人を対象に、甲状腺検

査が実施されてきた。対象者は2年1回、甲状腹の工コー検査を受け、 5ミリ以上の結節病変などが見つ

かると、精密検査を受ける。さらに、この精密検査で、がんの疑いが濃厚になると、今度は、結節に針

を刺して細胞をとり、悪性腫蕩かどうかを判断する「穿刺細胞診」を実施するという仕組みだ。

現在は5巡回の検査が行われており、この穿刺細胞診で悪性と判断された子どもは、 12年間で300人に

のぼる。また2017年には、検査の枠組みで公表されている人数から漏れている人の存在が明らかにな

り、全国がん登録との紐付け作業が行われた結果、 2018年までに43人もの人が、公表データ以外で甲

状腺がん手術を受けていたことが判明した。

原告側弁護団は、これら県民健康調査での多発を背景に、 11月に聞かれた第3回口頭弁論で、原告7人

が、放射線被ばくによって甲状腺がんとなった確率(これを「原因確率」という)が、 94%以上である

との専門家意見書を裁判所に提出した。これは、アスベスト被害や四日市公害訴訟など、過去の公害に

比べて、はるかに高い確率である。

また1月に聞かれた第4回口頭弁論では、福島市紅葉山のモニタリングポストに残されていた放射性ヨウ

素131の時間ごとの大気中濃度データをもとに、甲状腺被ばく線量を推計した専門家の意見書を提出。

高濃度の放射性ブルームが到来した3月15日一晩だけで、呼吸による放射性ヨウ素131の甲状腺被ぱく

線量が約60mSvにのぼると主張した。

原告は、 ICRP(国際放射線防護委員会)のLNTモデル(闇値無し直線仮説)に基づき、放射線被ばくに

よる健康影響に闇値はなく、線量が非常に低くても、病気になる可能性はあるとの立場をとるが、被告

が主張する被ぱく線量はあまりにも過小評価であり、信頼性が低いと指摘したのである。

過酷な治療を経験した原告たち

l反達は大学を卒業し、就職をして安定した生活が送れている。友達をどうしても羨望の眼差しでみて

しまう。別に友達を妬んだりはしたくないのに、そういう感情が生まれてしまうのがつらい。』

この裁判で今、傍聴者を強く惹きつけているのが、原告の意見陳述だ。昨年5月の第1回口頭弁論で法廷

に立ったのは、事故当時中学3年生だった女性だ。女性は、県の検査で甲状腺がんが見つかり、高校3年

生の夏、甲状腺がんを半分だけ摘出したが、大学入学後に再発が発覚。肺にも転移していることがわか

り、 1年生の1学期で大学を中退した。以来8年間、治療中心の生活を送っている。

軽い病気だと見られがちな甲状腺がん。被告側は、福島で見つかった甲状腺がんは、将来、治療のない
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がんを摘出している「過剰診断」の可能性を指摘する。しかし、原告7人の病状は生やさしいものでは

ない。

女性は、甲状腺がヨウ素を取り込むという性質を利用して、敢えて高濃度の放射性ヨウ素を服用して甲

状腺細胞を内部被ばくさせて、がんを破壊する「アイソトープ治療」も受けた。放射線マークがあちこ

ちにある長い廊下を通り、コンクリートで固められた個室に入ると、鉛の容器に入った薬を内服する。

いったん、薬を飲むと、自分の体が放射線源となり、高い放射線を放つため、誰も彼女には近づけな

い。気持ちが悪くなっても、看護師が自室に来ることはなく、自分で対処しなければならない。これま

で家族の前で気丈に振る舞ってきた女性だが、検査でがんが見つかった場面やアイソトープ治療の場面

にさしかかると、大きく声を震わせた。

「もとの身体に戻りたい。そう、どんなに願っても、もう戻ることはできません。この裁判を通じて、

甲状腺がん患者に対する補償が実現することを願います。』

この裁判の原告は、裁判を起こしながらも、自分が被害者であるという意識は希薄だ。あまりに過酷な

経験をしているため、心に苦しみを封じ込めたまま、目を背けている。しかし、女性は意見陳述書を作

る過程で、自身の心に向き合ううちに、徐々に言葉が湧き上がるようになったという。

ただ、この裁判で気になるのが、裁判官の訴訟指揮だ。大法廷の使用を避けたり、原告の意見陳述がな

かなか認められなかったり、原告側ヘ対する嫌がらせのような対応が続く。東京地裁には、毎回、多く

の傍聴希望者が詰めかけているが、一般傍聴席は毎回25席以下。法廷での白熱の審理を見られる人は少

ない。また報道も少ないため、裁判そのものを知る人が少ないのも課題だ。
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判 レストラン H四 ホデル u白アクティピテイ

【2024年2月26日発生】

最大震度4

マグニチュード5.1 

震源の深さ約50km

de:磁を演JA

合計ge:n21.28 km (13.22マイル)14
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お
♂
の
踊
れ

を
倹
知
.
理
ι
慌
を
能
縦
し
、
部
制
点
検

を
実
施
し
た
.
胤
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
且F
に
蝿
常
は
な
い
と
い
う
.

下
制
ぬ
市
提
唱
ヴ
対
軍
本
郷
に
よ
る

と
、
時
四
日
午
前
1
時
製

ι‘
海
ぬ
埴
峰

と
制
宇
品
開
山
崎
市
の
阻
叡
筒
婦
で
水
道
骨

の
倒
僻

ιよ
る
耐
水
が
書
世
し
て
い

式
場
・保

提
M
m
e部
に
よ
る
と
、
向
子
町
で

，h
叫
の
倒
幽
明
、
費
刷
町
で
は
描
-h
睦
当
'

プ
ロ
ッ
ク
桜
的
世
間
が
棺

4
さ
れ
て
い

R

る

.
I
寺
年
被
曹
の
情
仰
は
人
。
て
お

-一

ら
ず
‘
通
似
の
羽
加

b
川
見
ら
れ
亡
い
担

、.
4
 西

日
本
高
遁
週
路
に
よ
る
ル
、
同
日

午
仰
l
時
瓜
夜
、
点
検
の
た
め
、
峰
山

向
島
唱
道
伊

F
イ
ン
タ
ー
チ
兵
ン
ジ

{lev
-大
淘

lc、
式
調
北
川
H
I

C

両

F下
和
I
Cが
通
行
止
め
と
屯

吻
て
い
る
。

J
R
M間
山
駅
に
よ
る
と
、
同
同
"
午
前

O
時
泊
分
段
在
、
子
細
線
南
問
浅
禅

問
で
柏
崎
人
号
車
せ
た

F
リ
特
円
み
停
止

し
て
虫
輯
中
。
伊
F
市
の

R
帯
ト
ン
ネ

ル
付
近
で
は
、
日
人
を
車
せ
た
ド
リ
曹

通
州
市
が
停
酬
し
、
タ
ク
ン
ー
を
向
か

わ
せ
た
.
そ
の
桂
世
俗

h

が血
m
dさ
れ
た

軒
通
判
断

2
本
が
運
行
を
前
倒
し
た
。

口
“
午
後
り
時
お
分

B
Fば
の
州
市
は

約
叫
八
万
握
れ
の
同
日
午
釧
O
崎
6
A
W
に

到
泊
.
地
帯
3
人
が
陽
市
し
た
.

J

R
阿
同
は

F
a線
の
松
山

1
7
h刊

日
叫
聞
の
特
色
舟
帆
と
伊

F
市
1
宇
和
島

問
司
持
油
州
市
、
子
i
纏
の
織
川
!
?

仰
向
聞
の
理
転
を
同
日
の
附
膏
か
ら
見

合
わ
ぜ
る
と
量
占
し
た
.

集
抽
的
暗
躍
政
官
町
通
リ
.

圃
属
6
圃
鍵
帽
酎
圃
哩
E
軍

軍

血

-w

J

膚
曹
三
耐
火
刷
市
、
円
下
町
、
八
帽
幌
市
、

問
予
市
、
鬼
北
町
で
帽
属
aq

四
条
市
、
今
崎
市
、

。
山
市
、

m副
市
、
世
予
市
、
品
前
町
田
圃
町
、

久

H
高
岡
町
四
H
岡
、
松
野
町
慣
曜
8

阿

国
中
央

w、
繊
同
幌
市
、

上
島
町

15



ie灘を測定

地図をクリックして経路にi!'I1JOI ます

合計~êiij!: 33.42 km (20.77マイル)16
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8
割
近
く
が
懸
念
示
す

圃圃圃圃圃圃圃圃園町I・1.39.2 

安
全

ー・・・・・唱・~圃圃圃圃圃・

ほ
ぽ
安
全

圃圃圃圃圃圃圃圃~t泊圃圃圃圃圃圃圃圃圃

圃圃圃圃圃圃圃圃圃~I:t-... 圃圃圃圃圃圃圃圃圃

や
や
不
安
.

不
安

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃h・1認3・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃h・1・B圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

- -市E・E・
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E・~IIII""""""

そ
の
他

日

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E司~---_.
ー __ ____  i1:~.・圃圃圃圃圃圃圃圃園田

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃I"Y~.:I._____  . 

ーーーーーーーーーーー・頃E・e・
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・~._---_.

砲;3

-原発の安全性

2024年3月li5.314.8
r4.4 

23年3月1' 22.1 
Ir1.7 

22年3月[ 5175

21年3月|Jd86
2W3月ljt
19年3月l'9.4 

Ir1.8 
1時3月L37
17年3月日?
16年3月r12.9 

0.7 
15年3月 ~ 9.8 

14年2月16.67.9 
パ.7

13年3月lJ21
12年3月5も
11年9月r5β

100(%) 

①
安
全
性

加

原
発
の
安
全
性
に
関
す
る

質
問
で
は
、
や
や
末
安
」

「不
安
」
が
計
m
7
8
%
に

上
っ
た
。
懸
念
を
一ホ
す
回
答

が
前
回
調
査
よ
り
6
・3
げ

上
昇
し
、
県
民
の
不
安
は
依

然
と
し
て
根
強
い
と
い
え

る
。地

域
別
で

「や
や
不
安
」

不
安
」
と
答
え
た
割
合
が

東
予
と
中
予
で
8
割
を
超
え

た
一
方
、
南
予
は
約
7
割
だ

っ
た
。
性
別
で
は
女
性
が
お

.
o
%
、
男
性
は
竹

・
0
%。

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
不
安

を
感
じ
る
傾
向
が
強
か
っ

た
。

ω 40 
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②稼働の是非

-
是
非
の
理
由

反対の理由
0 
l%} 

原発はもともと
危険だ40.5%20 

賛成の理由
原発はもともと一一
安全だ2.4%

国を信頼している

8.1% に
安全対策が十分
取られている

伊
方
原
発
の
稼
働
に
つ
い
て
、
「賛
成
」

「ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
計
ぬ

・
1

%
に
対
し
、
「ど
ち
ら
か
と
い
う
と
反
対
」

「反
対
」
は
計
印

・
9
%
で
、
調
査
開
始

以
来
初
め
て
賛
成
側
が
反
対
側
を
上
回
っ

た
前
回
調
査
か
ら
再
逆
転
し
た
。

た
だ
、
い
ず
れ
も

「ど
ち
ら
か
と
い
う

と
」
と
い
う
回
答
が
約
3
割
に
上
り
、
消

極
的
に
選
択
し
て
い
る
可
能
性
が
う
か
が

え
た
。

国を信頼できない
-9.2% 

40 

電力不足が心配だ-
48.0% 

安全対策が不十分だ
-20.6% 

電力が足りている
1.5% 

60 

使用済み核燃料処理
一策が決まっていない
26.0% 

ーその他2.3%100 

原発は地球温暖化
対策になる
5.7% 

80 
電気料金の引き
上げが困る 一一一

17.1% 

その他6.5%---r 

賛
堕
理
由
に
つ
い
て

「電
力
不
足
が
心

唄
だ
」
が
必
・
0
%
で
最
多
。
「
電
気
刺

金
の
引
き
上
げ
が
因
る
」
が
口

・
1
%
で

続
い
た
。

反
対
理
由
で
は

「原
発
は
も
と
も
と

危
険
だ
」

(刊

・
5
%
)
が
最
も
多
く
、

「使
用
済
み
核
燃
料
処
理
策
が
決
ま
っ

て
い
な
い
」

(お

・
0
%
)
、

「安
全
対

策
が
不
十
分
だ
」

(m
・
6
%
)
の
順
だ

っ
た
。

18
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，.
0
2
2年
2
月
の
ロ
シ
ア
に
よ

a
a
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
一
変
し

た。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
途
絶
や
価
格

高
騰
を
受
け
、
日
本
で
は

「
脱
炭
素

・

再
エ
ネ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」

と
の
見
解

も
多
く
聞
か
れ
る
。
本
当
だ
ろ
う
か
。

侵
攻
発
生
後
1
カ
月
も
し
な
い
段
階

で
、国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

(I
E
A
)

は
緊
急
声
明
(
叩
項
目
の
計
画
)
を
公

表
し
た
。

一
部
を
引
用
し
て
筆
者
が
仮

石油
2.8% 

1¥イオ
4.6% 

(注)%の数字は各電機構成における比率 (出所)lEA報告書fNetZero by 2050Jより鋒者作成

訳
す
る
と
、
次
の
3
点
に
な
る
。

マ
再
エ
ネ
の
設
備
容
量
の
追
加
を
更
に

迅
速
に
進
め
る
た
め
の
協
調
的
な
政
策

努
力
に
よ
り
、

M
年
に
は
さ
ら
に
却
テラ

け
時
(
テ
ラ
は
1
兆
)
を
供
給
で
き
る
。

ほ
と
ん
ど
は

(中
略
)
大
規
模
風
力

・

太
陽
光
発
電
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

マ
屋
根
置
き
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
早
め
れ
ば
、
消
費
者
負
担
を
軽

減
で
き
る
。
(
中
略
)屋
上
太
陽
光
発
電

は
、
最
大
で
日
テ
ラ門y

時
増
加
す
る
。

マ
適
切
な
優
遇
措
置
と
持
続
可
能
な
供

給
が
あ
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
辺

年
に
最
大
田
テラ
サ
時
を
増
加
で
き
る
。

緊
急
声
明
で
は
、
右
の
引
用
に
続
き
、

原
子
力
も
却
テ
b
y時
増
加
で
き
る
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
優
先

順
位
で
、
登
場
順
で
は
⑤
風
力
+
太
陽

道
②
バ
イ
オ
マ
ス
③
原
子
力
、
発
電
電

力
量
順
で
あ
れ
ば
①
バ
イ
オ
マ
ス
②
太

陽
光
+
風
左
①
原
子
力
、
と
な
る
。
「再

エ
ネ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
再
エ
ネ
こ
そ
が
優
先
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

侵
攻
後
、
速
や
か
に
声
明
を
出
し
た

の
は
I
E
Aだ
け
で
は
な
い
。
国
連
は

辺
年
4
月
辺
日
の
段
階
で
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
(
日
本
語
訳
も
あ
り
)
を
発
表
し

て
お
り
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

「今
こ
そ
危
機
を
機
会
に
変
え
る
時

だ
。
石
炭
や
そ
の
他
全
て
の
化
石
燃
料

の
積
極
的
段
階
的
廃
止
と
、
再
エ
ネ
導

50 
(年)

図2 IEAによる再工ネ導入率の将来予測は、
(%) 報告書が更新されるととに上昇している

占電 100
め源 Net Zero(2021) ーー
る4者。門 一・坦・・・・・・・岡田・・
事成 口υ _.....・? ~WE02020

( 

主持発 6印O …1 耳.......  '!:.凶...  ~!~;: ... '〆バよ玄げβw阿仰E印02018
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(出所)IEA報告省fNetZero by 2日5OJlJl.ぴ、fWorldEnergy 0叫look(WEO)J2012
-20年版よ句録者作成

入
と
公
正
な
移
行
の
加
速
化
に
向
け
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

さ
ら
に
猷
州
連
合
で
も
、

4
月
辺
日

に
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
殴
州
委
員
長

の
声
明
で

「我
々
が
す
べ
き
こ
と
は
ロ

シ
ア
の
化
石
燃
料
か
ら
の
タ乏
様
化
だ
け

で
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
大
規
模
投
資
だ
」

(筆
者
仮
訳
)
と

の
発
言
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
立
つ

3
月
初
日
に
パ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
演

説
で

「長
期
的
に
は
、
経
済
安
全
保
障

と
国
家
安
全
保
障
の
問
題
と
し
て
、
ま

た
地
球
の
存
続
の
た
め
に
、
私
た
ち
は

皆
、
ク
リ
ー
ン
で
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
で
き
る
だ
け
早
く
移
行
す
る
必

2023.2.28週刊エコノミスト 78 
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E霊童|ウクライナ侵攻1年

鉄鋼

二酸化農棄直接回収(DACS)l' 

水素由来燃料

トラック

船舶

自動車

鉄鋼

バイオエネルギー
ノ、イオマスccus火力

バイオ燃料(CCUS)

バイオ燃料

要
が
あ
る
」
(筆
者
仮
訳
)
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
主
要
機
関
や

国

・
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
次
々

と

「再
エ
ネ
導
入
の
加
速
化
」
を
発
信

し
て
い
る
。

2
0
5
0年
に
再
工
ネ
9
割

侵
攻
以
前
の
剖
年
5
月
の
段
階
で
、

I
E
Aか
ら
「
2
0
5
0年
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
」
と
い
う
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。

同
報
告
書
に
は
、

産
業
革
命
以
降
の
気

温
上
昇
を
1
・
5
度
に
抑
え
る
た
め
の

シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
印
年
の
電
源
構
成

二酸化炭素削減への貢献度ツートップは「太陽光」と「風力J郎

助
太陽光

風力

電気自動車

電気トラyク

ヒートポンプ

電炉F試作機段階

二酸化炭素回収・利用・貯留(CCUS)
L 

セメント

火力発電

(
発
電
電
力
量
ベ
l
ス
)
に
お
け
る
再
エ

ネ
比
率
が
部
%
に
達
す
る
(図
1
)
と

い
う
重
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
日
本
の

報
道
は
非
常
に
少
な
い
。
日
本
で
は
多

く
の
人
が

「閃
年
に
再
エ
ネ
9
剖
」
と

い
う
国
際
的
な
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
を

「知

ら
さ
れ
て
い
な
い
」
状
況
に
あ
る
。
さ

ら
に
、

情
報
を
知
り
得
た
人
の
中
に
は

「
9
割
」
と
の
数
値
を
驚
き
や
衝
撃
を
持

っ
て
迎
え
た
人
も
い
る
。
し
か
し
図
2

の
通
り
、
日
年
前
か
ら
国
際
動
向
を
見

て
い
れ
ば
、

再
エ
ネ
の
右
肩
上
が
り
の

潮
流
は
容
易
に
予
想
で
き
る
。

80 100 120 
(+億卜:.--(炭素換算))

60 40 20 

実
際
、
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関

(
I
R
E
N
A
)
も
同
様
の
分
析

を
行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
再
エ
ネ
比

率
的
%
と
の
見
通
し
を
公
表
し
て
い

る
。
日
本
で
は
、
「再
エ
ネ
は
3
割
程
度

ま
で
し
か
入
ら
な
い
」
と
い
う
叩
年
前

の
古
い
情
報
の
ま
ま
、
い
ま
だ
更
新
さ

れ
て
い
な
い
人
も

(特
に
政
策
決
定
者

や
産
業
界
の
意
思
決
定
層
で
)
多
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
「
印
年
再
エ
ネ
9
割
」

と
い
う
数
値
は、

侵
攻
以
降
の
泣
年
同

月
に
公
表
さ
れ
た
、
I
E
A
の
報
告
書

「
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
2
0
2
2年

版
」
で
も
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
侵

攻
で
短
期
的
に
石
炭
火
力
の
増
加
や
脱

原
発
の
遅
延
が
あ
る
に
せ
よ

「中
長
期

的
な
脱
炭
素
の
方
向
性
は
変
わ
ら
ず
、

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
は
む
し
ろ
加
速
す

る
」
が
国
際
的
な
共
通
認
識
だ
。

(出所)IEA報告書fNetZero by 2050Jの掲載図を迭に筆者綴訳

第

3
位
に
電
気
自
動
車

I
E
A
の
報
告
書
で
は
、
ど
の
技
術

で
実
質
的
に
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き

る
か
を
示
し
た
図
も
あ
る
(図
3
)。
日

本
で
は

「再
エ
ネ
だ
け
が
脱
炭
素
の
手

段
で
は
な
い
」
と
り
つ
主
張
の
も
と
、

再
エ
ネ
大
量
導
入
に
懐
疑
的
な
姿
勢
も

多
い
が
、
図
3
か
ら
明
ら
か
な
通
り、

国
際
的
に
は
脱
炭
素
の
主
役
は
風
力
・

太
陽
光
が
断
ト
ツ
の
ツ
l
ト
ッ
プ
で
あ

る
。
第
3
位
に
電
気
自
動
車
が
貢
献
し

て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

I
E
A
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
機
関
が
公
表
す
る
将
来
見
通
し
は
、

技
術
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
な
ど
科
学
的
に
分
析
さ
れ
た

も
の
が
多
い
。
な
お
、
こ
こ
で
の

「科

学」

と
は
、
「科
学
技
術
」
だ
け
で
は
な

く
、
経
済
学
や
政
策
学
な
ど

「社
会
科

学」

も
含
む
。
科
学
的
方
法
論
に
立

っ

た
政
策
決
定
や
予
算
配
分
が

「根
拠
に

基
づ
く
政
策
決
定

(
E
B
P
M
)」
だ
。

E
B
P
M
は
却
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
国
際

的
に
理
論
や
社
会
実
装
が
進
む
。

翻
っ
て
日
本
は
ど
う
か
。
風
力

・
太

陽
光

・
電
気
自
動
車
と
い
う
脱
炭
素
実

現
へ
の
最
有
力
候
補
に
、
十
分
な
予
算

や
投
資
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
脱
炭
素
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

危

機
に
便
乗
し
、
不
都
合
か
ら
目
を
そ
ら

し
て
科
学
的
方
法
論
で
は
な
い
配
分
が

な
さ
れ
て
い
な
い
か
。

政
策
や
予
算

・
投
資
配
分
は

(さ
ら

に
は
報
道
の
配
分
も
)、科
学
的
方
法
論

に
基
づ
く
優
先
順
位
や
重
要
度
を
考
慮

し
た
意
思
決
定
が
望
ま
し
い
。
侵
攻
後

の
脱
炭
素

・
再
エ
ネ
に
関
す
る
内
外
情

報
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
科
学
技
術
立
国
で
あ

る
は
ず
の
日
本
が
科
学
的
方
法
論
の
不

在
と
い
う
、
別
の
大
き
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
兆
候
か
も
し
れ
な
い
。

ヨ

79 週刊エコノミスト 2023.2.28
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本実証事業

再生可能エネルギー電力の

安定供給と導入拡大に貢献

日本の最先端の大型蓄電池システムを世界に

21
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2１．実証事業の概要

〔大容量蓄電システムの設置場所〕

設置場所については、工事工程面の制約から社有地への設置を前提に検討した結果、大容量蓄電

システムの設置スペース・費用等を勘案し、既存の豊前発電所の空きスペースに「豊前蓄電池変電所」

という新たな変電所として設置

大容量蓄電システムの設置場所

九州電力 豊前発電所 [ 100万kW ( 1号：50万kW 2号：50万kW ) ]

・発電所構内の空スペースに大容量蓄電システムを設置（変電所新設）【施工：三菱電機】
・蓄電池種類：NAS電池【製造者：日本ガイシ】
・蓄電池容量：5万kW（30万kWh）

〔実証事業の採択〕

平成27年4月、国（経済産業省）の補助事業の交付決定を受け、「大容量蓄電システム需給バランス

改善実証事業」に関する取組みを開始（単年度事業）

平成28年4月、「大型蓄電システムによる需給バランス改善実証事業」に採択（単年度事業）

22



4

現場写真【蓄電池設備】

PCS収納パッケージ
1号バンク

（ H28.2.10 運用開始）

2号バンク
（ H28.3.3 運用開始）

6kV受電設備収納パッケージ

66/6kV連系用変圧器
（30,000kVA × 2台）

ＮＡＳ電池サブユニット
（800kW）

ＮＡＳ電池コンテナ
全252台
・出力 200kW/台
・合計 50,400kW

１．実証事業の概要（つづき）

23



17

【実施場所の外観】 【２Ｆ】

セルスタックを内蔵

【１Ｆ】

受変電設備

電池盤

２Ｆ

１Ｆ

電解液タンク

ポンプ

ＰＣＳ

(2)大型蓄電システム緊急実証事業
② 南早来変電所大型蓄電システム実証事業
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 電⼒は常に使⽤量と供給量を⼀致させる必要があり、需給が崩れると機器の損傷を防ぐため発電設備が⾃動
停⽌し、最悪、⼤規模停電に⾄る。出⼒制御は国の「優先給電ルール」に基づき、まず⽕⼒発電の稼働を最⼤
限抑え、他の電⼒会社に電気を融通しても供給過剰となる場合に⾏う。⼩刻みな出⼒調整が難しい原⼦⼒の制
限は最後だ。

■遅かれ早かれ
 １０連休となった今年のゴールデンウイーク。四国電⼒の発電所は緊張に満ちていた。冬場に⽐べ太陽光の
発電効率が上がる⼀⽅、多くのオフィスや⼯場が休業し、電⼒需要は⼤幅に低下するからだ。

 実際、５⽉５⽇正午から午後１時までの電⼒需要が２１９万キロワットだったのに対し、太陽光の供給⼒
は、その９０％に当たる１９７万キロワットに達した。四国電⼒は⽕⼒の抑制、本州への電⼒融通などで出⼒
制御を回避した。

 ただ、太陽光の導⼊量は毎⽉約２万キロワットのペースで増え続けている。⼀⽅、電⼒の需給調整機能を併
せ持つ揚⽔発電所は、四国内に本川発電所（⾼知県吾川郡いの町）だけ。現在は定期検査のため運転を停⽌し
ており、全⾯再開は１２⽉下旬だ。

 １０⽉３１⽇の記者会⾒で、出⼒制御の可能性を問われた四国電⼒の⻑井啓介社⻑は「避けるべく、最⼤限
の努⼒を続けている」と述べるにとどめた。ただ、発電現場の職員は「努⼒はしているが、実施は遅かれ早か
れ、との思いはある」。

 ⾼知県内のある太陽光事業者は「出⼒制御が九州であれほど常態化するとは思わなかった」と、四国電⼒の
動向と経営への影響を懸念。２０１８年度実績では、全体の電⼒供給に占める太陽光の割合は、まだ９・２％
にすぎない。「再エネの主⼒電源化を目指すというなら、原発の利⽤率を下げるなどして影響を抑えてほしい」
と訴える。

 普及を推進してきた再⽣可能エネルギーの前にちらつく出⼒制御。エネルギー政策の⽭盾があぶり出されて
いる。

四国電⼒が再⽣可能エネルギー出⼒制御か 太陽光発電9年... https://www.kochinews.co.jp/article/detail/323417

2 / 3 2022/08/05 11:17
26

twada18sv
タイプライターテキスト

twada18sv
タイプライターテキスト
2019年11月12日高知新聞から

twada18sv
タイプライターテキスト



太陽光発電の普及により、“蓄電”の役割が増している本川発電所（吾川郡いの町脇ノ⼭）

四国電⼒ 余剰電⼒吸収に苦⼼ “蓄電”本川発電所（いの町）だけ
 四国でも再⽣可能エネルギーの出⼒制御が⾏われる可能性が⾼まる中、電⼒の需給調整に⼤きな役割を果た
しているのが、本川発電所（⾼知県吾川郡いの町）だ。巨⼤蓄電池にも例えられる、四国で唯⼀の揚⽔発電
所。ただ、⽼朽化が進む施設は余剰電⼒の増加で“酷使”されており、四国電⼒は新たな需給調整の仕組みも模
索し始めた。

 本川発電所の出⼒は四国最⼤級の６１万５千キロワット。落差が５６７メートルある上池と下池の⼆つのダ
ムを持つ。電⼒需要が少ない時は、電気を消費し、下池から上池に⽔をくみ上げる。需要が多ければ逆に、上
池から下池に⽔を落として発電する。

 「揚⽔起動します」

 １０⽉下旬の午前１１時、発電所内にアナウンスが響いた。「今⽇は揚⽔を予定していなかったのです
が」。⼩⾕英彰・本川⽔⼒センター所⻑が苦笑した。四国地⽅は前⽇までの⾬がやんで晴れ間が広がり、太陽
光発電の出⼒が上がっていた。

■昼夜逆転
 以前は夜間に⽔をくみ上げ、昼間に⽔を落として発電する運⽤が多かった。２００９年度、昼間の揚⽔運転
は３５時間で、昼夜トータルに占める割合は４％だった。だが、２０１６年度は５７６時間、５８％と逆転。
２０１８年度は８２９時間、８０％に達した。

 電⼒不⾜を補う「予備⼒」から、電⼒余りを吸収する「調整⼒」へ。⼩⾕所⻑は太陽光の普及により本川発
電所の役割が様変わりしたと指摘し、「需給に即応する揚⽔運転のため、起動、停⽌を繰り返さなければなら
なくなった」と話す。

 起動回数の増加は１９８２年の運転開始から３７年が経過した設備の負担となり、維持点検作業も増えたと
いう。今年は１号機が９⽉２０⽇から、２号機が１１⽉１１⽇から定期検査中。２号機の検査が終わる１２⽉
４⽇までは全⾯停⽌が続く。その間、本川発電所の“蓄電機能”が働かないことも、出⼒制御が現実味を帯びる
要因だ。

 ⼩⾕所⻑は「再⽣可能エネルギーの普及に対応するためには、もっと電⼒需給の調整⼒が必要。もう⼀カ
所、揚⽔発電所があれば楽になるが…」と漏らす。

■実⽤化遠く 給湯器操作で調整実験
 四国電⼒は１０⽉、⾹川県内の４０世帯で新たな需給調整の実証試験を始めた。各家庭の電気給湯器を遠隔
操作し、通常は夜間に⾏う湯沸かし運転を昼間にシフトした。昼間に過剰となる太陽光の供給⼒を吸収する試
みだ。

 四国電⼒によると、四国内で使⽤中の電気給湯器は約５２万台。このうち、技術的に遠隔操作できるのは推
定約２万台という。シフト分の消費電⼒量は計約１０万キロワットと、ゴールデンウイーク期間の昼間の電⼒
需要を５％ほど⾼められるとみている。

 四国電⼒はこのほか、⾞載蓄電池の活⽤も模索している。７⽉には先進的な蓄電池の制御技術を持つ東京の
ベンチャー企業と資本業務提携。電気⾃動⾞の普及で増加が⾒込まれる使⽤済みの蓄電池を、太陽光や風⼒な
ど再⽣可能エネルギー⽤に再利⽤する構想だ。

 四国電⼒の広報担当者は「提携企業の優れた技術や当社のノウハウを⽣かして、⼆酸化炭素を排出しない再
エネをできるだけ確保したい」と強調する。ただ、給湯器の遠隔操作や蓄電池の再利⽤は、あくまで将来を⾒
据えた取り組み。実⽤化のめどは⽴っておらず、目の前に迫る「出⼒制御」の回避策にはならないという。（⾼
松⽀局・井上学）

四国電⼒が再⽣可能エネルギー出⼒制御か 太陽光発電9年... https://www.kochinews.co.jp/article/detail/323417
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初
日
に
四
国
電
力
伊
方
原

発
3
号
機
の
再
稼
働
に
同
意

後
、
会
見
し
た
中
村
時
広
知

事
に
よ
る
説
明
全
文
は
次
の

-通
り
。

一

四
国
電
力
に
対
し
、
安
全

一
協
定
に
基
づ
く
伊
方
原
発
3

一号
機
に
関
す
る
事
前
協
議
を

一了
解
し
た
。
こ
の
問
題
は
県

一
民
の
関
心
も
高
く
さ
ま
ざ
ま

一
な
意
見
も
あ
る
。
決
断
に
至

一
っ
た
経
過
を
詳
細
に
話
し
た

一
福
島
の
原
発
事
故
か
ら
4

一
年
半
と
い
う
長
い
月
日
が
流

一
れ
た
。
知
事
就
任
か
ら
半
年

一
も
た
た
な
い
と
き
で
、
原
発

一
立
地
県
の
愛
媛
に
と
っ
て
非

一
常
に
神
経
質
に
な
ら
ざ
る
を

一
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
た
だ

一
当
時
は
、
こ
う
い
う
と
き
こ

一
そ
冷
静
に
現
状
把
握
し
分
析

一
し
、
そ
の
後
の
対
策
を
取
る

一
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

一た
。
東
北
3
県
に
ど
ん
な
支

一
援
を
す
る
か
と
い
う
大
き
な

一
課
題
と
同
時
並
行
で
分
析
を

一
進
め
た
。

一
福
島
の
場
合
、
国
際
原
子

一
力
機
関
(
I
A
E
A
)
へ
は
、

一
大
津
波
で
全
電
源
を
喪
失
し

一
た
こ
と
で
冷
却
機
能
を
失
い

一
暴
走
し
た
の
が
大
事
故
に
つ

一
な
が
っ
た
原
因
と
報
告
さ
れ

一て
い
た
。
福
島
と
同
じ
こ
と

一
が
伊
方
で
起
こ
り
得
る
の
か

一
ど
う
か
、
こ
こ
が
最
も
大
き

一一
な
関
心
事
だ
っ
た
。

一
福
島
沖
、
三
陸
海
岸
は
歴

一
史
的
に
叩
M
を
超
え
る
津
波

一
が
何
度
も
記
録
さ
れ
て
き
た

?
一
が
、
伊
方
は
な
い
。
前
面
海

一
一
域
の
構
造
な
ど
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
三

陸
沖
は
プ
レ
ー
ト
が
重
な
り

合
い
、
水
深
1
万
が
を
超
え

-、

る
た
め
膨
大
な
海
水
が
地
表

に
の
っ
て
い
る
。
そ
の
深
い

場
所
で
片
方
の
プ
レ
ー
ト
が

下
に
潜
り
込
み
、
上
の
プ
レ

ー
ト
が
跳
ね
上
が
っ
た
。
瞬

間
的
に

8
M跳
ね
上
が
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
ι

そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
膨
大
な
量
の

海
水
に
伝
わ
り
大
津
波
が
発

生
し
た
。

日
M
以
上
の
津
波
が
押
し

寄
せ
た
が
、
福
島
原
発
は
海

抜
6
Mに
あ
り
、
非
常
用
電

源
設
備
が
地
下
に
設
置
さ
れ

て
い
た
。
大
津
波
が
来
た
ら

ひ
と
た
ま
り
も
な
く
、
こ
れ

が
全
電
源
喪
失
の
原
因
と
推

測
す
る
。

一
方
、
四
国
で
同
じ
こ
と

が
起
こ
る
と
す
る
な
ら
ば
南

海
ト
ラ
フ
地
震
だ
。
プ
レ
ー

ト
、
水
深
1
万
灯
以
上
と
い

う
同
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る

の
で
理
論
的
に
は
同
規
模
の

津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
大
津
波
が
発
生
し
た

場
合
、
一
度
、
四
国
の
南
端

に
押
し
寄
せ
引
い
た
後
に
再

び
宇
和
海
、
佐
田
岬
を
回
っ

て
瀬
戸
内
側
に
押
し
寄
せ
て

く
る
と
想
定
さ
れ
る
。
伊
方

発
電
所
に
到
達
す
る
津
波
の

高
さ
は
2
・必

M
と
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
伊
方
発
電

所
の
前
面
海
域
で
地
震
が
起

こ
っ
た
場
合
だ
。
前
面
海
域

は
断
層
で
縦
ず
れ
は
起
こ
ら

ず
横
ず
れ
の
た
め
津
波
は
発

生
し
な
い
が
、
あ
え
て
発
生

し
た
ら
ど
う
な
る
か
想
定
し

た
。
水
深
は

m
M
で
、
そ
も

そ
も
の
海
水
量
が
少
な
い
。

縦
ず
れ
が
起
き
た
場
合
の
想

定
値
は
当
初
4
・
7
M程
度

だ
っ
た
が
、
土
砂
が
海
底
に

崩
れ
落
ち
、
押
し
上
げ
る
と

い
う
最
悪
の
場
合
を
計
算
す

る
と
最
大
値
8
・ロ
M
だ
っ

た
。海

抜

6
M
の
福
島
と
違

い
、
伊
方
は
海
抜
叩
M
に
あ

り
、
非
常
用
電
源
も
高
台
に

あ
る
の
で
津
波
に
関
し
て
は

福
島
と
同
じ
こ
と
は
起
こ
ら

な
い
。
た
だ
し
揺
れ
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
は
同
様
の
問
題

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。当

初
、
非
常
に
関
心
を
持

っ
た
の
が
福
島
原
発
の
各
原

子
炉
で
、
ど
れ
だ
け
の
基
礎

岩
盤
に
お
け
る
基
準
地
震
動

が
実
測
さ
れ
た
の
か
だ
。
最

大
の
揺
れ
は
福
島
2
号
機
の

5
5
0
Fと
い
う
計
測
値
。

福
島
は
基
礎
岩
盤
の
上
に
堆

積
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
多
少
大
き
い
数
字
が
出
る

が
、
伊
方
は
岩
盤
が
強
い
の

で
そ
の
ま
ま
の
数
字
。
伊
方

は
当
時
5
7
0
Jに
耐
え
ら

れ
る
設
計
で
、
こ
の
基
準
地

震
動
の
範
囲
に
は
収
ま
っ
て

い
た
が
余
裕
が
必
要
と
し
て

独
自
の
揺
れ
対
策
強
化
に
踏

み
切
っ
た
。

伊
方
は
津
波
の
心
配
が
な

い
の
で
重
要
な
の
は
揺
れ
対

策
と
暴
走
を
止
め
る
た
め
の

最
後
の
と
り
で
で
あ
る
電
源

対
策
。
こ
の
2
点
が
鍵
を
握

っ
て
い
た
。

一
方
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
も
考
え
た
。
日
本
は

資
源
が
な
い
た
め
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
う
観
点
で
弱
点
が
あ

る
。
一
つ
は
自
国
で
資
源
を

賄
え
な
い
、
も
う
一
つ
は
四

方
が
海
に
固
ま
れ
て
い
る
弱

さ
だ
。ド
イ
ツ
の
よ
う
に
「原

発
か
ら
の
脱
出
」
と
い
え
る

の
は
、
陸
続
き
の
他
国
か
ら

(1
面
参
照
)

送
電
線
で
電
力
を
買
い
取
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
日
本

は
で
き
な
い
。

一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
偏
る
リ
ス
ク
の
高
さ
を
2

度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
学

ん
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様

化
が
日
本
の
一
つ
の
方
向
性

だ
っ
た
。

原
発
事
故
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
え
な
い
か
と
い
う
議
論
が

起
こ
っ
た
。
原
発
は
絶
対
安

全
な
も
の
で
は
な
い
。
単
純

に
間
わ
れ
れ
ば
、
な
い
方
が

い
い
。
そ
れ
が
理
想
だ
と
私

も
思
う
。

他
方
で
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
情
を
鑑
み
る
と
、
原
子

力
発
電
に
代
わ
り
得
る
コ
ス

ト
、
出
力
、
安
定
供
給
と
い

う
3
条
件
が
満
た
さ
れ
た
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
つ
か
る

ま
で
は
、
そ
の
時
代
の
最
新

の
知
見
に
基
づ
く
安
全
対
策

を
施
す
中
で
向
き
合
っ
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し

た
。
例
え
ば
太
陽
光
発
電
。

松
山
市
に
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が、

7
万
平
方
M
と
い
う
膨

大
な
土
地
を
提
供
し
た
。
土

地
に
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
る

の
で
設
置
と
同
時
に
土
地
は

死
ぬ
。
7
万
平
方
が
を
犠
牲

に
し
て
、
現
在
の
技
術
で
得

ら
れ
る
出
力
は
4
千
詰
程
度

だ
。
風
力
は
大
き
い
も
の
で

1
基
3
千
詰
の
出
力
が
現

状
。
火
力
は
古
い
も
の
で
も

日
万
j
m
万
潟、

最
新
は
印

万
詰
。
原
発
は
古
い
も
の
で

印
万
話
、
新
し
い
も
の
で
1

3
0
万
誌
と
桁
が
全
く
異
な

る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
理

想
だ
が
、

今
の
技
術
で
は
出

力
も
安
定
供
給
も
コ
ス
ト
の

面
で
も
非
常
に
厳
し
い
。

ド
イ
ツ
は
ロ
兆
円
の
国
費

を
投
入
し
、
叩
年
以
上
か
け

て
太
陽
光
発
電
を
進
め
た

が
、
全
電
源
に
お
け
る
供
給

比
率
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
。
買

い
取
り
価
格
が
高
く
設
定
さ

れ
た
た
め
電
気
料
金
が
上
昇

し
、
国
民
が
限
界
を
訴
え
て

2
i
3年
前
に
買
い
取
り
価

格
を
半
減
す
る
と
い
う
、
や

む
を
得
な
い
措
置
に
転
じ

た
。脱

原
発
、
原
発
依
存
低
下

の
道
の
り
に
は
出
力
、
コ
ス

ト
、
安
定
供
給
の
条
件
を
満

た
す
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

が
必
須
条
件
だ
。
蓄
電
技
術

も
合
め
国
の
責
任
で
対
応
し

て
ほ
し
い
。

将
来
、
再
稼
働
の
話
が
浮

上
し
た
際
に
は
原
子
力
政
策

を
つ
か
さ
ど
る
国
の
方
針
、

事
業
者
で
あ
る
四
電
の
姿

勢
、
県
民
の
議
論
の
三
つ
を

柱
に
し
て
、
そ
し
ゃ
く
し
て

最
終
判
断
す
る
と
4
年
前
に

公
表
し
た
。

実
際
の
要
請
が
来
る
ま
で

の
問
、
知
事
の
役
割
は
何
か

と
考
え
た
。
県
民
が
冷
静
か

っ
深
く
議
論
で
き
る
よ
う
国

の
姿
勢
や
方
針
、
電
力
事
業

者
の
姿
勢
を
ど
う
分
か
り
ゃ

す
く
引
っ
張
り
出
す
の
か
に

集
中
す
べ
き
だ
と
考
え
、
四

電
や
国
へ
の
独
自
の
要
請
を

一丁
っ
た
。

電
力
会
社
に
対
し
国
が
求

め
る
安
全
対
策
以
上
の
ア
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ル
(
追
加
的
)
な

対
策
を
求
め
続
け
て
き
た
の

は
恐
ら
く
愛
媛
県
の
み
だ
と

思
う
。
8
項
目
の
中
身
を
説

明
す
る
。

福
島
の
事
故
直
後
、

四
電
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